
R e s e a r c h “  接 続 的 軒 下 設 計 論  ” M a s a t o  N a m i k i

No. 掲載年 掲載月 建築名 設計者 構造 架構
1 1964 10 国立屋内総合競技場 丹下健三建築都市設計事務所 RC造 吊り
2 10 駒沢体育館 芦原義信建築設計研究所 RC造 シェル
3 10 駒沢バレーボール場・ホッケー場 東京都オリンピック施設建設事務所 RC造 折板
4 1965 3 関西大学幼稚園 竹中工務店 RC造 寄棟
5 1967 4 海のギャラリィ 林雅子 RC造 折板
6 1968 3 飯綱湖スケートセンター 三沢浩研究室 木造 切妻
7 1972 10 五月保育園 山本初江 木造 差しかけ
8 1974 1 丸亀武道館 大江宏建築事務所 RC造 差しかけ
9 1975 12 総武グリーンテニスクラブ 一色建築設計事務所 木造 差しかけ
10 1977 6 しらさぎ保育園 独楽蔵 木造 切妻
11 11 今帰仁村中央公民館 象設計集団　アトリエ・モビル RC造 切妻
12 1978 3 赤膚山元釡古瀬陶房 団建築設計事務所 木造 差しかけ
13 1979 3 角館町伝承館 大江宏建築事務所 RC造/鉄骨造 差しかけ
14 1980 1 群馬県立歴史博物館 大高建築設計事務所 RC造 方形
15 5 沖縄葬祭場 国連設計工務 RC造 片流れ
16 9 洞峰公園体育館 大高建築設計事務所 RC造/鉄骨造 切妻
17 1981 6 埼玉県立民俗文化センター 川島建築設計研究所 RC造 差しかけ
18 11 軽井沢・高輪美術館 菊竹清訓建築設計事務所 RC造 差しかけ
19 1982 3 やむちんの里 匠設計 木造 切妻
20 1983 5 春日部市立市民武道館 内井昭蔵建築設計事務所 SRC造 越
21 1984 1 中央電気通信学園武道館 日本電信電話公社建築局 RC造/鉄骨造 片流れ
22 6 齋藤隆夫記念館　清思堂 宮脇檀建築研究室 木造 切妻
23 7 弘前市斎場 前川建築設計事務所 RC造 方形
24 11 滋賀県立近代美術館 日建設計・大阪 RC造/鉄骨造 寄棟
25 1985 2 修養団棒誠会　御霊所 内井昭蔵建築設計事務所 RC造 曲面
26 1986 6 ミュージックアトリエ 葉デザイン事務所 木造 切妻
27 8 開運堂　松風庵 竹中工務店東京本店 RC造 切妻
28 9 津軽琵琶の平ゴルフ倶楽部 ホール・グッドヒュー・ヘイズレイ＆バーカー RC造/鉄骨造 切妻
29 1987 6 飯倉タクシー早良営業所 葉デザイン事務所 木造 シェル
30 7 クラシック・カー・ガーデン　休憩舎 東孝光+東環境・建築研究所 RC造 切妻
31 8 大桑村歴史民俗資料館 宮本忠長建築設計事務所 木造/RC造 越
32 8 日本ベクトン・ディッキンソン福島工場 竹中工務店 RC/SRC造 越
33 10 府中市博物館 石本建築事務所 RC造 越
34 1988 9 播磨屋本店円山店 竹中工務店 木造 寄棟
35 1989 10 平成庭園・源心庵 日建設計・東京　野村加根夫設計事務所 木造 入母屋
36 10 木の情報館 I.C.D建築設計事務所 木造 片流れ
37 1990 1 神慈秀明会　黄島神殿 真設計共同体　（担当：栗生総合計画事務所） RC造 曲面
38 3 出石町立伊藤美術館 宮脇檀建築研究所 RC造/鉄骨造 片流れ
39 8 武石村とみしび博物館 宮本忠長建築設計事務所 RC造/木造 越
40 12 佐用フュージョン倶楽部 長島孝一　AUR RC造 曲面
41 1991 6 神長官守矢資料館 藤森照信　内田祥士 木造 差しかけ
42 8 出石町立弘道小学校 Team Zoo いるか設計集団　神戸大学重村研究室 木造 差しかけ
43 1992 1 アクティ森 堀尾佳弘建築研究所 木造 越
44 2 奈良市写真美術館 黒川紀章建築・都市設計事務所 鉄骨造/RC造 寄棟
45 9 空を孕む波　大府市いきいきプラザ 笠嶋淑恵　市浦都市開発建築コンサルタンツ 木造/RC造 曲面
46 11 山武町日向幼稚園 アルセッド建築研究所 木造/RC造 越
47 1993 2 花生カントリークラブ　クラブハウス 杉山隆建築設計事務所 RC造/SRC造 差しかけ
48 6 出石町役場 宮脇檀建築研究所 鉄骨造/RC造 片流れ
49 6 グランデージゴルフ倶楽部 喜多隼紀建築事務所 RC造/鉄骨造 寄棟
50 8 窪田空穂記念館 柳澤孝彦　TAK建築・都市計画研究所 木造/RC造 切妻
51 1994 8 清和村清和物産館 石井和紘建築研究所 木造 切妻
52 11 氷見市立仏生寺小学校 長谷川逸子・建築計画工房 RC造 曲面
53 1995 5 山梨学院大学付属幼稚園 パルフィ総合建築計画 木造/RC造 切妻
54 7 筑穂町内住コミュニティセンター 葉デザイン事務所 RC造 シェル
55 7 筑穂町高齢者生活福祉センター 葉デザイン事務所 RC造 シェル
56 9 三良坂町立灰塚小学校 西宮善幸建築設計事務所 RC造/鉄骨造 曲面
57 10 町田バーネット牧場 青木茂建築工房 木造/RC造 曲面
58 11 阿曽白水温泉「瑠璃」 杉本洋文　計画・環境建築 木造/RC造 その他
59 11 紫雲の里の館 多田善昭建築計画事務所 鉄骨造/木造 切妻
60 12 木香の楽譜 徳井正樹建築研究所 木造 切妻
61 1996 12 湖東町立図書館 鬼頭梓建築設計事務所 木造/RC造 越
62 12 小町の舎 田中俊彰設計室 木造 切妻
63 12 舞鶴市陶芸館 現代計画研究所 木造 越
64 1997 1 長岡リリックホール 伊藤豊雄建築設計事務所 RC造/SRC造 曲面
65 1 女性学研究センター・70周年記念ホール 吉羽裕子/アイ・エフ建築設計研究所 RC造/S造 切妻
66 7 群馬県立尾瀬高等学校自然環境科棟 群馬県教育委員会管理課　内井昭蔵建築設計事務所 木造/RC造 越
67 8 上田市農林漁業体験実習館 北川原温建築都市研究所 木造/S造 折板
68 10 竹風堂松代店・池田満寿美術館 竹中工務店 RC造/SRC造 切妻
69 1998 9 いわむらかずお絵本の丘美術館 野沢正光建築工房 木造/RC造 折板
70 1999 1 ズーラシアよこはま動物園レストラン 渡邊明次建築綜合研究所 RC造/S造 曲面
71 6 島根県立美術館 菊竹清訓建築設計事務所 RC造/S造 曲面
72 2000 1 牧野富太郎記念館 風の風景 内藤廣建築設計事務所＋内藤廣 S造 曲面
73 2 天野製薬・岐阜研究所 黒川紀章建築都市設計事務所＋リチャード ロジャース パートナーシップ ジャパン S造/RC造 曲面
74 11 馬頭町広重美術館 隈研吾建築都市設計事務所 RC造/S造 切妻
75 11 那須歴史探訪館 隈研吾建築都市設計事務所 RC造/S造/木造 切妻
76 2004 2 授産施設 藤本壮介建築設計事務所 RC造/S造 切妻
77 2 生野町立生野幼児センター 三菱マテリアルテクノ S&Tファイブステージ設計事務所 木造/RC造 越
78 5 大福保育園 竹原義二／無有建築工房 RC造/S造/木造 片流れ

No. 掲載年 掲載月 建築名 設計者 構造 架構
79 2005 9 アイランドシティ中央公園中核施設 ぐりんぐりん 伊東豊雄建築設計事務所 RC造/S造 曲面
80 2006 4 葛生傳承館 芦原太郎建築事務所 RC造/S造 切妻
81 7 瞑想の森 市営斎場 伊東豊雄建築設計事務所 RC造/S造 曲面
82 2 佐川美術館 樂吉左衞門館 樂吉左衞門＋竹中工務店 RC造/S造 切妻
83 2008 3 呉市音戸市民センター 隈研吾建築都市設計事務所 S造 切妻
84 4 サンスターskyホール 歌一洋建築研究所 S造 越
85 10 富山市小見地区コミュニティセンター 広谷純弘＋石田有作　アーキヴィジョン広谷スタジオ 木造/S造 切妻
86 2009 11 根津美術館 隈研吾建築都市設計事務所 RC造/S造 切妻
87 2010 1 虎屋京都店 内藤廣建築設計事務所 RC造/S造/木造 切妻
88 6 楠こもれびの郷 内田文雄＋山口大学大学院内田研究室＋龍環境計画 木造/RC造 差しかけ
89 2011 9 白河市立図書館 第一工房 RC造/S造 寄棟
90 11 軽井沢千住博美術館 西沢立衛建築設計事務所 S造/RC造 曲面
91 2012 4 えいの里保育園 岩田章吾建築設計事務所 木造 差しかけ
92 5 帝京大学小学校 隈研吾＋日本設計／小泉治・藤田雅義 RC造/SRC造/S造 切妻
93 2013 3 宮戸島のみんなの家 妹島和世＋西沢立衛／SANAA S造 曲面
94 4 中河原保育園 古谷誠章＋NASCA 木造 曲面
95 4 掛川市立さかがわ幼稚園 佐野剛史／竹下一級建築士事務所 木造 曲面
96 4 大阪大学まちかね保育園 大阪大学施設部・キャンパスデザイン室　工藤和美＋堀場弘／シーラカンスK&H 木造 曲面
97 9 九州芸文館 隈研吾建築設計事務所＋日本設計 RC造/S造 折板
98 9 九州芸文館 アネックス1 末光弘和＋末光陽子／SUEP.＋日本設計 RC造/S造 曲面
99 11 ROKI Global Innovation Center－ROGIC－ 小堀哲夫建築設計事務所 RC造/SRC造 曲面
100 11 釡石漁師の「みんなの家」 伊東豊雄建築設計事務所＋アトリエ・天工人＋Ma設計事務所 木造 切妻
101 2014 1 Junko Fukutake Hall　岡山大学J-Hall 妹島和世＋西沢立衛／SANAA S造/RC造 片流れ
102 6 和水町立三加和小中学校 野沢正光建築工房＋一宇一級建築士事務所＋UL設計室＋東大森裕子時空間設計室 木造 切妻
103 6 亘理町児童福祉施設 薩田英男／薩田建築スタジオ 木造 切妻
104 6 東京ゆりかご幼稚園 渡辺治建築都市設計事務所 木造/S造 片流れ
105 7 狭山湖畔霊園管理休憩棟 中村拓志／NAP建築設計事務所 S造/RC造/木造 曲面
106 9 ゆりあげ港朝市 針生承一建築研究所 木造 片流れ
107 10 八海山雪室 KAJIMA DESIGN RC造/S造 片流れ
108 10 宮戸島月浜のみんなの家 妹島和世＋西沢立衛／SANAA S造 曲面
109 2015 4 はくすい保育園 山﨑健太郎デザインワークショップ 木造 片流れ
110 4 育良保育園 松島潤平建築設計事務所＋桂建築設計事務所 S造 切妻
111 9 Junko Fukutake Terrace 妹島和世＋西沢立衛／SANAA S造 曲面
112 11 南小国町役場 仙田満＋環境デザイン研究所 木造/S造/RC造 その他
113 11 十日町産業文化発信館 いこて 手塚貴晴＋手塚由比／手塚建築研究所 木造 折板
114 11 相馬 こどものみんなの家 伊東豊雄建築設計事務所＋クライン　ダイサム　アーキテクツ 木造 曲面
115 2016 5 星の杜こども園 ジャクエツ環境事業＋アトリエ9建築研究所 木造 曲面
116

7 エレテギア　キッチン&ダイニング 中村拓志／NAP建築設計事務所 S造/木造 入母屋117
9 豊岡中央交流センター 渡辺隆建築設計事務所 RC造/S造 切妻118
11 知立の寺子屋 原田真宏＋原田麻魚／MOUNT FUJI ARCHITECTS STUDIO S造/木造 反り119

2017 2 小豆島 小規模多機能施設「はまひるがお坂手」 大西麻貴＋百田有希　/ o+h 木造 切妻120
3 岐南町新庁舎・中央公民館・保健相談センター 川原田康子＋比嘉武彦／kw+hg　アーキテクツ RC造/SRC造 反り121
5 河口湖とらのこ保育園 山下貴成建築設計事務所 S造/木造 曲面122
6 三秋ホール 手嶋保建築事務所 木造 切妻123
6 竹田市立図書館 塩塚隆生アトリエ RC造/S造/SRC造 切妻124
7 宮城学院女子大学附属認定こども園「森のこども園」 伊東豊雄建築設計事務所 木造 曲面125
11 熊本県立熊本かがやきの森支援学校 日建設計＋太宏設計事務所 木造/RC造/S造 曲面126

2018 1 荘銀タクト鶴岡（鶴岡市文化会館） SANAA＋新穂建築設計事務所＋石川設計事務所 S造/RC造 曲面127
3 作手小学校・つくで交流館 東畑建築事務所 木造/RC造/S造 越128
3 逗子市第一運動公園再整備 伊藤寛アトリエ　リュースニング　ランドスケープアーキテクツ S造/RC造 曲面129
5 evam eva yamanashi 奥野公章建築設計室 木造 切妻130
6 むく保育園 手塚貴晴＋手塚由比／手塚建築研究所　大野博史／オーノJAPAN 木造 その他131
6 認定こども園 めごたま 象設計集団 木造/RC造 片流れ132
6 にしあわくらほいくえん 三浦丈典／スターパイロッツ 木造 切妻133
6 わかたけ保育園 篠計画工房 木造 切妻134
6 認定こども園 きんのほし 石原健也＋デネフェス計画研究所 RC造 片流れ135
7 川口市めぐりの森赤山歴史自然公園　歴史自然資料館・地域物産館 伊東豊雄建築設計事務所 RC造/S造 曲面136
7 富岡市役所 隈研吾建築都市設計事務所 RC造/S造 差しかけ137
11 トヨタカローラ新大阪名神茨木店 竹中工務店 S造 曲面138

2019 1 大阪芸術大学 アートサイエンス学科棟 妹島和世建築設計事務所 S造/SRC造 曲面139
5 多賀町中央公民館 多賀結いの森 大西麻貴＋百田有希／o＋h 木造 片流れ140
6 「だんだん」保内児童センター・保内保育所 アンブレ・アーキテクツ 木造 差しかけ141
6 めぐみ会第一仏光こども園新園舎 瀬戸健似＋近藤創順／プラスニューオフィス 木造 片流れ142
9 福田美術館 安田アトリエ RC造/S造 切妻143
10 SYNEGIC office 長谷川欣則＋堀越ふみ江／ウエノアトリエ　UENOA 木造/S造 曲面144
10 浦和明の星女子中学・高等学校 カフェテリア棟 清水建設 木造/S造 切妻145
10 香南市総合子育て支援センター「にこなん」 艸建築工房 木造 切妻146

7 まちなか交流広場 ステージえんがわ 手塚貴晴＋手塚由比／手塚建築研究所 木造 切妻

147 11 南三陸町生涯学習センター 八重樫直人＋ノルムナルオフィス　日新設計 木造/S造 差しかけ
148 2020 1 能作 新社屋・新工場 広谷純弘＋石田有作／アーキヴィジョン広谷スタジオ S造 寄棟
149 2 嘉島町北甘木のみんなの家 千葉学建築計画事務所 木造 差しかけ
150 2 甲佐町麻生原のみんなの家 アトリエ・ワン 木造 差しかけ
151 7 上勝町ゼロ・ウェイスト センター 中村拓志／NAP建築設計事務所 木造 切妻
152 7 HUG GARDEN ほしのさと Kids　ほしのさと day service center 髙橋勝建築設計事務所 木造 切妻
153 10 軽井沢風越学園 環境デザイン研究所 S造 その他
154 10 広野町こども園 関・空間設計＋生物建築舎設計共同体 S造/RC造 その他
155 10 富士山・白糸ノ滝テラス SHIRAITO GENERAL STORE 水谷智充／千代田コンサルタント＋落合正行／杉本将平／ PEA.../落合建築設計事務所 木造 差しかけ
156 11 湖の駅 さめうらカヌーテラス 伊原慶＋和久田幸佑／ TA＋A＋和久田幸佑建築設計事務所＋三愛設計 設計共同体 RC造/S造/木造 切妻

　屋根は人間を自然的要因から守るシェルターの役割を担うエレメントとして創造され、気候に応じて土着的な形態に変化をして
きた。日本の建築では雨の多い気候であるため、勾配のかかった切妻屋根・寄棟屋根・片流れ屋根などが古くから伝わり今日にも
多く見受けられる。そして日本の勾配屋根の下には「軒下」と称される、内部と外部の空間をつなぐ、曖昧な空間領域が存在す
る。特に日本家屋などの住宅に多く存在した軒下は、時に外から内へ人を招き入れる玄関としての役割を担い、時に食事やコミュ
ニケーションを楽しむ居間的な空間にもなりえるなど、柔軟な空間的性質を持つ。しかし、近代化の潮流によって、陸屋根などの
勾配をほとんど持たない屋根が日本へ入ってきたとき、日本の建築はもともと持っていた勾配屋根の表現が多く失われた。必ずし
も勾配の屋根を必要としない技術が発達し、モダニズムの流れに乗って日本の公共建築は近代化が進んだ。しかし、今日の日本で
は、勾配屋根に伴う軒下空間を持った公共建築は多く見受けられる。それは、建築と外部の間に明快な境界線を作るのではなく、
建築の内部へと人々を引き込む、あるいは内部の空間を外部へと表出する空間が求められるようになっている近年の傾向に対し
て、日本家屋などの住宅建築がもとより持っていた屋根とそれに伴う軒下空間の柔軟な空間性、あるいは周辺環境との接続性が再
び評価され、今日の技術を持って多様な表現が公共建築においてなされていると考えられる。

　そこで本研究では、今日において見られるようになっている、勾配屋根と軒下空間を持った多様な表現がなされているモダニズ
ム期以降の公共建築を分析し、その知見を用いて設計提案をすることを目的とする。

モダニズム期における日本の公共建築は、そのモダニズムの合理的な理念にのっとり、コンクリートなどの工業的な材料を用いて
建てられる建築事例が見られるようになっていった。しかし、経済的事情で木造になってしまった建築は「バラック」などと揶揄
され、今までの日本の在来木造工法は公共建築においては否定されていた。

　その後、下田菊太郎が、帝国議会設計競技において、モダニズムのスタイルの建築に日本風の屋根を乗せる設計案（Fig.4）を
提案した。この様式を下田菊太郎は「帝冠併合式」と呼んでいた。この時期からモダニズムの建築に日本の屋根の要素が用いられ
ている。その後、明快な日本と西洋の折衷様式である帝冠併合式は、日本的なモダニズム建築を象徴するものとなる。そして、そ
れ以降の公共的な建築の設計競技では「日本的なもの」「日本趣味」「東洋趣味」などと要項に記されることが増え、東京帝室博
物館設計競技（現在の東京国立博物館）では入選案のすべてがこの様式のものであった。このことから、日本建築がもとより持っ
ていた屋根の表現とモダニズムの建築表現はこの時期から行われるようになってきたと言える。その後も大礼記念京都美術館や、
愛知県庁(Fig.5)などでも帝冠併合様式の案が設計競技を勝ち取り、建てられていく。　しかしこれらの様式の建築は、日本的なモ
ダニズムとして屋根を象徴的に乗せているだけで、内部空間からはその屋根の勾配は感じられず、化粧天井が施されていた。これ
らのスタイルは建築の内外の関係、あるいは周囲との関係を築くものにはなっておらず、今日に見られるようになっている軒下空
間を含む勾配屋根の表現ではない。つまりこの時代は屋根は象徴としてのエレメントになっていたと考えられる。

その後、日本の公共的な建築は第二次世界大戦による国粋主義の影響で、近代的な建材を用いることができる機会が少なかった。
ほとんどの公共建築などの大きな規模の建築が当初、コンクリートの設計の予定であっても木造で建てられることが多くあった。
それらは、以前の日本の木造建築の踏襲であり、雨水処理のために屋根を乗せているだけであった。時代背景からこれらの建築に
は経済性が重視されていたため、建築の様相も似たものが多い。
この時代、主に終戦直前の建築が担っていたのは、軍人の療養や母子の保護で、必要なのは箱としてのキャパシティであり空間性
の豊かさ、周辺との関係などは、ほとんど無視されていたと考えられる。戦前の公共建築が持つ勾配屋根は、軒下空間を持つ建築
はなく、単に雨水の処理としての屋根がかけられているだけである。
下田菊太郎によって「日本の象徴としての屋根」に見られるような、モダニズムの建築スタイルに日本風の屋根を乗せる帝冠様式
も国内の大きなコンペなどでしか見られないということは、当時の日本国内の建築表現は戦争を理由に経済的に制限され、非常に
貧しい状況にあったと言え、それまでの建築様式を踏襲するしかなかったと考えられる。また、この時の建築は外部との関係にお
いて建築が考えられることは少なく、住宅が持っていた軒下空間の空間性が公共建築において表現されることはなかったと考えら
れる。

　本研究では戦前の公共建築の勾配屋根の変遷とモダニズム期以降から今日における勾配屋根に伴う軒下空間を持った公共建築を調
査分析する。具体的には丹下健三によって設計され、それ以降のモダニズム表現に大きく影響を与えた、「国立代々木競技場」から
現代の2020年までの57年分の新建築社出版の新建築に掲載されている住宅、寺院建築、内部空間を持たない建築などを除いた勾配屋
根を持つ建築を対象とし、作品分析を行う。

勾配屋根に伴う軒下空間を持った建築は以下のように定義をする。まず、勾配屋根は勾配率が5%以上とし、内部空間において屋根
勾配を踏襲していない天井・軒天井のあるものは対象としない。また、寸法による軒下空間の定義を行う。隣接する内部空間が2階以
上の場合、最低軒高(X)が一階の天高(Y)以下(X≦Y)であること。また、軒の出(Z)あるいは屋根下の外部空間の最大幅員が、車椅子
利用者でもすれ違える1200mm以上とする。また軒下から内部への出入り可能部分(破線部)があるものを軒下空間とする。

研究背景と目的 戦前における勾配屋根の変遷

帝国議会 下田菊太郎案 愛知県庁舎

研究方法・軒下空間の定義

　本研究の研究対象である「新建築」1964年1月号から2020年から12月号までに掲載されている軒下空間を持つ作品（156作品）の調
査・分析を行う。調査対象の作品一覧にはNo./掲載年/掲載月/建築名/設計者/主体構造/架構形式を記載し、次ページの表にまとめ
た。架構形式は片流れ屋根、切妻屋根、寄棟屋根、方形屋根、入母屋屋根、越屋根、反り屋根、折板屋根、差しかけ屋根、HPシェル
などのシェル屋根、吊り屋根、シェル・吊り以外の曲面屋根の12種類に分類する。これらに該当しない屋根はその他とする。
　1964年から2020年の掲載作品と本研究の研究対象作品を下記にグラフ化した。掲載作品の数と対象作品の数は1970年までの7
年間で835作品の内、６作品。1980年までの10年間は1424作品の内、10作品。1990年までは1936作品の内、24作品。2000年まで
で2136作品の内、35作品。2010年までで2053作品の内、13作品。2020年までで2181作品の内、68作品となっている。これによ
ると、軒下空間を持った公共建築は1970年・1980年頃までは1％にも満たなかったが、1990年・2000年ごろには1％を超えてい
る。さらに2020年までの10年間においては3％を超えており、一番少ない1980年までの10年間の4倍を超えている。このことか
ら、近年の公共建築において、軒下空間の持つ空間性は今日に求められる公共性や周辺との関係に良い影響をもたらし、多く用い
られるようになってきて居ると考えることができる。さらに、1964年から2020年の研究対象作品の屋根の架構形式の移り変わり
を表にまとめた。ここからわかるのは、1980年までは片流れや切妻、入母屋といった、それまで日本の住宅などに多く存在して
いた架構形式の表現が踏襲されているのに対して、1990年頃から屋根の表現は曲面などに多様化し、2010年代では勾配屋根によ
る表現が多様に増えていることがわかる。これは、コンピュータ技術の発達に伴うCADや3D技術の普及によって、複雑な建築表
現が可能になっていった時代背景が考えられる。これを踏まえ、掲載図面（平面・断面）から分析を行う。　建築家の黒沢隆は
1985年2月の新建築において「屋根における建築の意味」という論考を書いている。その中で、以下のように述べている。
『もし片流れ屋根を葺くなら、面積が小さい建物であることが肝要だ。プランが正方形に近いこと、勾配は3寸以上であること、
決して軒を出さないこと。なぜなら単位空間の表現にならないからだ。（どうしても軒を出す必要があればキリヨケを付けよ）片
流れ屋根のこうした特性は、単位空間が集まってひとつの建築を形成するようなケースにあって、忘れられない重要な建築言語と
なる。実際、陸屋根よりも片流れのほうが発するメタファは小さい。』
この文には、当時のフラットルーフ・陸屋根を主とし、それまであった勾配屋根や、軒というのは否定されていることが読み取ら
れる。つまり、少なくとも1980年代中盤までは、建築が単位空間を生むことが重要で、屋根勾配や軒の出というのは、それらを
阻害するものでしかないという認識があるように読み取ることが出来る。そこから1990年代に入り、日本の単位空間ではなく建
築の境界線のあり方に重点が置かれていると考えることができる。

研究対象作品と作品数の分析

新建築掲載の作品数の内、本研究対象作品の割合 年代ごとの作品数の動向と架構形式の変化
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これに類される建築の軒下空間は後述の玄関タイプのよ
うな内外の出入りを主たる目的とせず、そこにとどまり
外部空間を眺めたりするような空間である。主に、日本
家屋などでみられる庭を中心とした建築であることが多
い。軒下空間に庭や海や森といった周辺の自然環境が隣
接しており、それを軒下空間から望むことができるよう
になっている。その時の軒下空間は外部への積極的な視
線を生み、視覚的なつながりを作るきっかけとなる空間
になっていると考えられる。内部空間とはガラスなどの
建具で隔たれていることが多い。

掲載図面からの分析・平面図

A.外部を望む空間としての「縁側タイプ」

この分類に該当する建築は、軒下空間が建物の内部空間
に入る部分に存在し、人が出入りするための空間になっ
ている建築である。公共建築は人の出入りが住宅などに
比べると多い。建築の内外の出入りをするところに軒下
空間を配することで、周辺とのつながりの部分の立面に
おける面積が小さくなり、利用者が感じる立面における
スケール感が小さくなる。そして内部空間から徐々にそ
の建築が持つスケールへと変化していく。大きな建築を
このようなスケールへ落とすのはその建築が人や街に寄
り添うものになっていると考えられる。

B.内外の出入りに使われる「玄関タイプ」

この類型の軒下空間は、建築の内部空間を行き来するた
めの空間として用いられている空間である。内部と外部
の境界に居室間を移動する通路を配することで、外部の
観察者からは内部での人の動きが可視化され、内部の賑
わいや活動の様子が部分的に表出される。この平面の軒
下空間は縁側タイプのような自然環境や庭などが対象で
はなく、人が主役となり、内部の動きを外部から視認す
る、あるいは外部へ内部の様子を表出する可視化する空
間であると言える。幼稚園や保育園などの動線が見えた
方が良い用途で多く見られる。

C.居室間の移動に用いられる「通路タイプ」

この類型の軒下空間は、内部空間と雁行したり複雑に絡
み合ったりすることで、移動や出入り以外に、居室のよ
うな場所を生んでいるタイプである。広い空間を軒下空
間に配することで、活動が行われていたり、周辺との一
体感を高めるための空間になっていると考えられる。こ
れによって内部に留まっていた活動の様子が外部へ範囲
を拡張していき、建築が活動の中心となり周辺へ広がる
ことへの一助となっていると捉えることができる。これ
らの4つの類型と複合のタイプを合わせて８つのタイプ
を抽出することができた。

D.軒下空間が入り組んだ「土間タイプ」

掲載図面からの分析・断面図

　ここでは、研究対象作品を断面図から分析する。断面図にはその建築物の断面以外にも周辺環境をどこまで書き込むかによって
その建築の形態が何によって決定したかという意思が現れる。ここでは、建築の屋根・軒がどのような意図で決定しされ、どのよ
うな役割を担っているかを探ることを目的としている。この分析を行うために、全研究対象作品の掲載断面図のトレースを行なっ
た。トレースを行なったのち、建築ひとつにつき表にまとめた。表には上部に作品No.を記載し、中部に新建築掲載の断面図のト
レースをする。下部には左から建築の主要用途・架構形式・靴を脱いで利用する施設かどうか(靴を脱ぐ施設であれば○を記載、
そうでなければ空欄)を記載する。これを全ての作品で行なった。(研究対象作品の断面トレース表一覧)これによって架構形式や主
要用途と断面図に記載されている情報を照らし合わせ、それらの屋根や勾配の傾向を分析し、屋根がどのような要因で架構形式や
勾配が決定されているかを4つに分類することができた。

作品 No.

断面

建築用途 架構形式 靴を脱ぐか

1.周辺の地形線を踏襲した屋根
これらに該当する建築の断面図
には建築の断面図のみではでは
なく、周辺の地形線が描かれて
おり、建築の屋根勾配がその地
形の勾配に近い角度、あるいは
同じ角度になっている建築であ
る。これによって建築は周辺と
の一体感や、外部から建築内部
空間への連続性を強く持たせる
ことができる屋根である。

2.軒が高低差を生んでいる屋根
このタイプに該当する建築の屋
根は断面図に断面線以外に軒の
見えがかり線が描かれており、
屋根が屋根であったり壁のよう
になったりする建築である。こ
の屋根は、外部からの開口部分
を明快に表す効果があると考え
られ、建築のファサードの大部
分が屋根で構成されている建築
である。

3.大建築を平屋に見せる屋根
 この類型に該当する建築は、建
築が2階以上の平面を持っている
のに対して、屋根の軒先が1階の
階高より低くなっている建築で
ある。これらの建築は建築その
ものの高さを低く、ヒューマン
スケールに合わせることで、周
辺に圧迫感を与えない効果や、
利用者の立ち寄りやすさにも影
響があると考えられる。

4.その他の平屋建築の屋根
 前述の３つの屋根の特徴に当て
はまらなかった屋根はこれに類
する。住宅より必要面積が多く
要求されることが多い公共建築
に お い て 平 屋 を 採 用 す る こ と
は、周辺の街との関係や、その
土地の景観への配慮がなされて
いると考えられる。また周辺環
境と隣接する内部空間も平屋の
方が多いことも考えられる。
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A-1.9　A-2.1　A-3.17　A-4.33　AB-1.0　AB-2.4　AB-3.10　AB-4.9

B-1.2　B-2.3　B-3.10　B-4.8　BC-1.1　BC-2.0　BC-3.1　BC-4.1

C-1.1　C-2.0　C-3.3　C-4.19　CD-1.0　CD-2.0　CD-3.0　CD-4.9

D-1.1　D-2.0　D-3.1　D-4.9　DA-1.0　DA-2.1　DA-3.1　DA-4.1

合計 156 作品

軒下空間の分類

　屋根勾配が2階以上の高さから1階よりも低くなっている2のパターンの建築や、軒下
空間が玄関の役割を担っているABおよびBのパターンの建築などで見られる性質であ
る。建物の高さを軒下空間を介して低く設定し、建築のスケール感を住宅、あるいは
ヒューマンスケールまで落とし、建築の延床面積が大きくなるのに伴って建築が周辺
に与える圧迫感を緩和する性質である。この性質は、建築に必要な面積が多いのに対
し、周辺への高さの考慮をしないといけない場合に大きな意味を持つ接続であると考
える。また、都市部などの延床面積の大きい建築が多く存在するような地域でも、建
築のヴォリュームを小さく見せることで、場所との接続、周辺の人々との接続の働き
があると考えられる。

　軒下空間の分類で一番作品数が多かったパターンのA-4やAB-4などで見られる性質
で、軒下空間が庭や周辺の自然環境と隣接しており、屋根が建築周辺の庭や、自然環
境に向かって勾配が下がることで、建築の内部空間がその外部空間へ向かって収束し
ていく。それによって視線の誘導をしている軒下空間の性質である。この視覚的接続
は、切妻や越屋根といった軒が方向性を生みやすい架構形式が多く用いられている。
また庭や自然環境以外にも鑑賞対象になりうる場やものがあれば、それらにも応用で
きると考えられる。これらの性質は日本の家屋に多くあった、庭園と建築の関係から
用いられていると考えることができ、最も勾配屋根と軒下空間の性質において、住宅
に近い物であるといえる。

　この性質は、建築の内部空間の居室を軒下空間を通って他の居室へと移動するパ
ターン、あるいは軒下空間が広く設けられており、土間のように内部空間に食い込ん
でいたり、建築を突き抜けており建築の反対側に抜けていたりする建築である。これ
らの建築は人々の多い都市部で特に効果があり、外部の人々へ内部空間の人の流れ
や、軒下空間で行われる活動を見せることができ、建築の内部の活動の様子が部分的
に外に表出することができる。これによって建築によって閉じられてしまった内部で
行われる人々の活動を周辺の人々に見せる、あるいは巻き込んで活動をおこなったり
するのに用いるのに適していると考えられる。この性質を用いると、建築の透明性・
公共性は高まると考えられる。

　建築が建つ場所の傾斜によって屋根勾配が決定していると考えられる、1の断面パ
ターンの建築に見られる性質である。屋根勾配を地形の傾斜と近い形で設定すること
で、内部空間にその地形との連続感をうみ、断面的に自然環境と接続する。これに
よって内部空間に周辺の地形の縦の動きを踏襲するだけでなく、建築の屋根が地形に
沿って建つことによって周辺との一体感を強めることができる。これに該当する作品
の中には屋根だけでなく、建築内部の床面も勾配に合わせてスキップフロアになって
いたり、スロープが設けられていたりする。これは傾斜地や、郊外などの自然のコン
テクストの強い起伏の激しい環境の建築において、能力を発揮する性質であると言え
る。

　本研究では、1964年から2020年までの新建築掲載作品から勾配屋根に伴う軒下空間
を持った建築作品を抽出し、それらを作品数や架構形式、構造、主要用途、時代背景
などの考察および、掲載図面から分析・類型化を行った。軒下空間を平面・断面から
それぞれ捉え、平面では縁側・玄関・通路・土間の4つの平面タイプと複合の合計8つ
のタイプを読み取った。断面からは、屋根の決定要因を掲載されて居る断面図から読
み取り、周辺の地形線を踏襲した屋根・軒が高低差を生んでいる屋根・大きな建築を
平屋のように見せる屋根・それらに該当しない平屋建築の屋根に分類を行い、それら
を組み合わせ類型化をおこなった。それによって勾配屋根および軒下空間の周辺との
関係を整理し、「視覚的」接続、「スケール的」接続、「地形的」接続、「活動的」
接続、「壁的」接続の5つの軒下空間の接続性を発見的に導き出した。

　これらの軒下空間が持つ接続性は古くから存在した住宅とその周辺の環境との関係
が公共のスケールにに落とし込まれていくなかで、公共ならではの性質も生まれて
いったのではないかと考えることができる。また、本研究において導き出された軒下
空間の接続性は、周辺環境との関係を強く求められる今日の公共性において、用いる
のに適切であると考えられる。

　また、ここからは自身が生まれ育った朝霞市における設計提案を行う。そこで、設
計の手がかりになる朝霞市の文化や歴史、問題点の調査・分析を行い、本研究におい
て得られた軒下空間の接続性を用いて設計を行う。

　建築の輪郭が軒によって決定し、軒の高いところは開口や入り口になり、低いとこ
ろは隔てる壁となる性質である。それは壁と窓や開口の関係に非常に近く、屋根が壁
の役割もしていると言える。この性質によって、来訪者は壁で入り口が設けられるよ
りも明快に開口を認識し、人の動線を操作することができる。また出入りをしないよ
うな開口でも軒のラインが生む線が、開口部の輪郭線となり、屋根が内外の関係を介
在するエレメントになる。この累計の建築は、時代の進歩・建築技術の発達によって
多様な表現が可能になってきているタイプであると考えられる。作品によっては屋根
の上に上がったりすることもでき、屋根の直接的な接続によって周辺と連続すること
も可能である。

「視覚的」接続 「スケール的」接続

「壁的」接続 結論

「地形的」接続

「活動的」接続

軒下空間が持つ接続性

　朝霞市では、1984年から朝霞市民まつり「朝霞・彩夏祭」を
毎夏開催している。そこでは鳴子という楽器を用いて踊りを踊
る、「よさこい鳴子踊り」が行われ、市内外のチームなどに
よって競われる大会や市内中学校なども参加している朝霞市を
象徴する伝統的な文化である。中でも道路上で進んでいきなが
ら演舞する流し踊りが特徴的である。これは普段車の通り道と
して機能している大通りがこの日だけは通行禁止となり、車道
がステージになり、歩道が客席になるという特徴的な祭りの形
態を持っている。長い歴史を持って、続いてきているこの鳴子
踊りの文化であるが、コロナウイルスの影響も相まって、朝霞
市における日常的な活動の継承・発信や、文化を支える人々へ
のサポートが不十分であり、丸りの際も中心となる場所が無い
考えられる。彩夏祭は基地跡地地区計画周辺を中心に行われる
ことから、基地跡地地区の一部に、文化継承・発信のための施
設を計画する必要があると考えられる。

　朝霞市は市内に多くの史跡を有していた。中でも古墳時代に
は多くの古墳を有していた。朝霞市域の古墳は新河岸川を望む
台地の上に黒目川を挟んで両側に分布していた。まず、黒目川
の北側台地には宮戸から浜崎にかけて数多くの古墳が存在して
いた。この古墳群は「内間木古墳群」と呼ばれていたが、その
全てが湮滅。次に黒目川の南側台地で、こちら側にも多く古墳
が存在しており、「根岸古墳群」と呼ばれており、朝霞市内に
現在も唯一残っているのが「柊塚古墳」である。埼玉県南部に
ただ一つ残された前方後円墳であったが、この古墳の一部も農
耕開発によって失われ、現在は住宅が建てられてしまってい
る。このように朝霞市と古墳はそのほぼ全てが開発によって失
うことになってしまっている。そのため現存する柊塚古墳も失
われる可能性を持っていると考えられる。そのため古墳の保
存、周辺の古墳の歴史を学ぶ施設の計画が必要であると考えら
れる。

　朝霞市は1967年に市制施行した埼玉県南部の市である。市の成立当初の人口は51,527人で、そこからJR武蔵野線や東武東上線
の開通に伴い、東京都へのアクセスの良さからベッドタウンとして発展し、令和3年4月時点で143,388人で、市の成立当初から3
倍近くに及ぶ。市の北部は東武東上線の朝霞台駅、JR武蔵野線の北朝霞駅を中心に、南部は東武東上線の朝霞駅を中心に街が広
がり、市の面積は18.34㎢ある。人々の移動手段としては、都内へ移動する場合は、鉄道を使った移動をし、市内や県内への移動
は車を利用する人が多いという、両方の移動手段が入り混じった地域になっている。

　また、市内南部には陸上自衛隊の駐屯地が存在している。また市役所の近辺にはキャンプ朝霞跡地があり、そこは元々、戦後の
アメリカ軍が基地として昭和40年台後半まで利用されていた。その後、1974年に基地返還要求運動が活発化し、アメリカ軍はに
キャンプ朝霞の大部分を日本に返還することとなった。現在そのキャンプ跡地は、朝霞市の都市計画図(Fig.26)で、「基地跡地地
区計画」とされており、そこには朝霞市立朝霞第八小学校、朝霞市立図書館などの公共施設や青葉台公園、朝霞の森といった大き
な公園が設けられてきている。しかし未だキャンプ跡地の大部分は未計画のまま残されており、その未計画部分は現在豊かな緑を
有しているが、フェンスで囲われ、朝霞市の空白地帯になっている。また、朝霞市都市計画図において、東部に位置している根岸
第三丁目地区地区計画のエリアは、数年前までは「積水化学東京工場」が稼働していたが、現在ではその工場が解体され、再開発
が行われている。そこは「くみまちモール」と銘打った、大型ホームセンターやスーパーマーケットが建てられている。さらに、
ハウスメーカーによる大規模な建売住宅の建設や、マンションの分譲販売などが行われている。それに伴って周辺の地域でも農地
などを宅地開発する動きが加速しており、朝霞市の街としての均質化が進み、朝霞らしさ・場所性が失われ始め、私が住んできて
いる20年余りの間でもかなりの変容を遂げてきていると言える。

朝霞市の現状

朝霞市と古墳群彩夏祭と鳴子踊り
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ふ る ま う 屋 根 　 - 朝 霞 市 鳴 子 文 化 セ ン タ ー -

  私が 20 年以上住んでいる、埼玉県朝霞市。朝霞市には年に一回、「彩夏祭」と呼ばれる
伝統的な祭りが存在する。この彩夏祭は朝霞市全土をあげた大きなイベントであるが、中
でも象徴的なのは「よさこい鳴子踊り」である。このよさこい鳴子踊りは、鳴子と呼ばれる、
かつて農業において鳥除けに使われていた道具で、それを両手に持ってよさこいを踊ると
いうものである。朝霞市の鳴子踊りでは、市内外から多くのチームや地元の中学校などが
参加し、大きな賑わいを見せる。
 さらに、よさこい鳴子踊りはステージで演舞するだけでなく、大きな通りを進みながら踊
る「流し踊り」という特徴的な踊りの形態を持っている。普段、車が通る大きな通りが舞
台となり、大人数が踊りながら行進する。それを両脇の歩道から多くの観客が鑑賞する。
これは場所と祭り、そして人々のよさこい鳴子踊りという活動によって現れる街の表情で
ある。しかし、このような素晴らしい文化は祭りの時にしか現れない。普段生活をしてい
るだけではこの文化に触れる機会はない。今日のコロナウイルスによって祭りも 2 年連続
の開催中止を余儀なくされ、それがより顕著に現れてきている。日常的な風景の中で、鳴
子踊りの文化の発信・継承が行われ、祭りの時にはその場所が祭りと一体化し、彩夏祭の
中心となって、より祭りを引き立てる場が必要であると考える。このことから、朝霞市の
鳴子文化施設を、本研究において導かれた勾配屋根に伴う軒下空間の接続性のうち、『視覚
的」接続・「スケール的」接続・「活動的」接続を用いて設計を行う。

彩夏祭は朝霞市役所や郵便局などがある朝霞市の中心地で行われる。また流し踊りが行わ
れる大通りは二つあり、その中に流し踊りは三つ存在する。その大通りが交わる交差点部
分に敷地を設定する。またこの場所はかつてアメリカ軍がキャンプ跡地として利用してい
た、場所が存在する。その敷地面積は膨大であり、朝霞市は市政施工から開発を進め、キャ
ンプ跡地であった場所に体育館や、公立小中学校などの公共施設が建てられている。その
ためこの周辺には公共建築が多く集約されている。また 2012 年からキャンプ跡地の一部
分を整備士「朝霞の森」として自由度の高い公園を開放した。また 2020 年には東京オリ
ンピックの射撃の会場に朝霞市がなっていたため、その会場に向かう道を拡幅し、整備を
おこない「朝霞シンボルロード」と名づけている。そこでは市民や地元の小中学校の児童
らによって行われた創作品などが展示されている。これによって、キャンプ跡地周辺は賑
わいを見せる様になってきている。しかし、未開発部分はいまだに多く残されており、一
般市民は立ち入ることすら許されておらず、朝霞市の空白地帯となってしまっている。こ
の開発は朝霞市において大きな問題であるといえる。また、大通りに隣接する部分で未開
発のエリアが朝霞の森の左側に存在する。そのため、通りに隣接する未開発部分と交差点、
朝霞シンボルロードの末端を計画敷地とする。それによって、鳴子踊りとしての朝霞市を
盛り上げるだけでなく、キャンプ跡地の未開発部分の解放への一助となっていくと考えら
れる。

 この敷地はよさこい鳴子踊りにおいて大きな役割を持つ二つの道路が交わる交差点と、
キャンプ跡地が持っている豊かな緑地との間にある。そのため建築の屋根をそれぞれ設定
する。道路側の屋根ではこのよさこい鳴子踊りにおける、ふるまいに着目しデザインをお
こなった。よさこい踊りは鳴子と呼ばれる楽器を使って、踊りを舞いながらその踊りの切
れ目やポーズを取る際などの場面で指と手首を使って返すように音を鳴らす。そのふるま
いから、屋根の切れ目の部分で、鳴子の手をかえす様に屋根をかえす。緑地側の屋根は緑
地を覆うように配置して、緑地方向に向かって勾配を下げて、豊かな自然に向かって視線
を誘導する。
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な ぞ る 屋 根 　 - 柊 塚 古 墳 博 物 館 -

 朝霞市には多くの史跡や歴史的な遺産が存在する。貝塚や旧高橋家住宅など多くの遺産を
持っているがその中でも、古墳は市内だけでも数多く存在し、古墳群を形成していた。朝
霞市域の古墳は新河岸川を望む台地の上に黒目川を挟んで両側に分布していた。黒目川の
北側台地には宮戸から浜崎にかけて数多くの古墳が存在していた。この古墳群は「内間木
古墳群」と呼ばれていた。しかしその数は鉄道建設に伴い、発掘調査が行われ、そののち
に湮滅してしまっている。さらに 2020 年まで唯一、峡山古墳が残っていたが、住宅開発
によって湮滅してしまった。次に黒目川の南側台地で、こちら側にも多く古墳が存在して
おり、「根岸古墳群」と呼ばれていた。根岸古墳群に含まれていた一夜塚古墳は、周辺の住
民の反対運動があったものの、朝霞市は開発を強行的に行い、古墳の上に小学校（朝霞市
立朝霞第二小学校）が建てられ、現在は小学校の敷地内に石碑が残っているのみで、埋め
立てられてしまっている。そして、朝霞市内に現在、残っているのが「柊塚古墳」のみである。
埼玉県南部にただ一つ残された周濠を持った前方後円墳であったが、この古墳の一部も農
耕開発によって失われてしまい、現在では集合住宅が建てられてしまっている。このよう
に朝霞市と古墳はそのほぼ全てが開発によって失うことになってしまっている。そのため
現存する柊塚古墳も今後、周辺の農地や住宅が開発されていく中で、隠されるような扱い
を受ける可能性を持っていると考えられる。そのため古墳の保存と、周辺の古墳の歴史を
学ぶ施設の計画が必要であると考える。それを本研究で導き出した「壁的」接続、「地形的」
接続を用いて行う。

柊塚古墳は、宮台遺跡に含まれる古墳で、新河岸川を臨む標高21mを測る台地縁辺部に立
地している。墳丘長約66m、後円部直径約48m、前方部長約18mの前方後円墳で、地表か
らの高さは後円部で約7m（周濠底面から約8.50m）、前方部残存高は約2m。これまで行
われた調査の結果、墳丘の周りには幅6～15mの周濠がめぐっているが、前方部前面で途切
れることがわかっている。しかし現存するのは後円部（円の部分）のみで、前方部は周辺
の農耕開発、および住宅開発によって削られてしまっている。周辺には一夜塚古墳の上に
建つ朝霞市立朝霞第二小学校小学校や、空手道場、福祉施設など幅広い年代が利用する施
設がある。そして、平成14年3月22日に埼玉県指定史跡として、重要文化財に指定された
ことによって、保存を目的とした古墳とその周辺の大規模な整備計画が行われた。その整
備によって古墳は、東側の道との関係は擁壁によって高く断絶され古墳そのものも、生垣
やフェンスなどで囲われることによって周辺との関係を断つ様になってしまった。

これまで、柊塚古墳以外の全ての古墳が宅地開発や学校建設などによって失われている背
景、柊塚古墳の前方部が失われていることを踏まえると、この古墳も、文化財という理由
のみで残され、周辺の開発により隠される扱いを受けてしまうと考えられる。この計画で
は、現在整備されている公園内のかつて周濠だった部分に博物館を計画する。この計画に
よって、柊塚古墳はその場所と軒下空間の接続性によって、緊密な関係を維持し、朝霞市
に存在した周辺の古墳群の歴史、出土品の展示による発信・学習を行うことができ、博物
館によって柊塚古墳の存在を強調する。
古墳は、地形と直接繋がった特徴的な形を持っている。平面から見ると幾何学的な円形、
断面から見ると、大きな勾配を持った丘である。この古墳に「なぞる」という行為を用い
て設計を行う。なぞるという行為は既にあるものをたどって書き写すという意味を持ち、
主に人々が学ぶときに行われる行為である。この建築においては古墳の外形を平面および
断面からなぞり、人々が古墳をなぞる様な動線を描きながら、展示空間をまわり、この柊
塚古墳や周辺の古墳群が持つ歴史を学ぶことである。


